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西 牟 田 祐 二
??
IBISの バ ーゼル か らの一時疎 開 と戦時適応 の進展
ユ940年5月10日の ドイツによるベ ルギ ーお よび フランスへ の攻撃 はバーゼル
地域 を数週間の問 ド.イッ国防軍 の進軍地域 となるか もしれない危険な状態へ と
.陥れた。当時 ドイツが フラ ンスのマ ジノ ・ライ.ンを南 における攻撃の模 として
す り抜け ようとす るのではないか,そ の場合バ ーゼ ル地域が戦域 となるのでは
ないか,と 一般的に懸念されていた。5月.14日には南スイス とアルペ ンラウム
方.面に向け て市民 た ちの混乱 した逃亡活動 が起 きていた。BISも また この逃
走の波 に加 わづ左。BISの 業務所 在地 は グラン ド・ホテル隣接 のセ ン トラル
バー ン ・シュ トラー セ か らヴ ァー トレ ンデ ィシェ ン ・ベ イズ ・デ ンホー ト
WaadtlandischenPaysd'Enhautのシャ トー ・ ド・オッ クスChateaud'Oex
.に移 され た。BIS事 務所 の250キロメー トル離れ たアルプスの保養 地にある豪
華ホ テルへの引越 しには約2週 間がかかった。経営陣 と職員 は多数のホテルや
山荘 に宿泊 し,他 方マ ッキ トリックはペル ・ヤコブソンの家族 とい っしょに近
くにあ るロ ウジュモ ン ト城 に住 ん だ。1940年5月末 にはBISは シャ トー ・
ド・オ ックスで業務 を再開する ことがで きた。
BISの新住所 か ら谷 の内.側に向か って二つ の村 を越 えた ところ,フ ランス
語 ・.ドイツ語言 語境 界地帯の グ シュ ター ト ・エネ ッ トにス イ.ス銀行 〔SBC)
は この5月 パ レス ・ホテルの大 ワイ ン ・ケラーを緊急 の金保管所 と して改造 し
た。 この新 しい保管所 はチ ュー リッヒの同社の本社所在地 から大量 の在庫 を受
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け入 れる ことを 目的 と していた。BIS総 裁 マ ッキ トリックはこれ を聞い た後
でSAC頭 取 のパ ウル ・ヤベ ルクPaulJabergにベ ルンの スイス国立銀行 にあ
るBISの 金 を受 け入れる余地 はこの保管庫 にはない ものか と問 うている%
BISの シャ トー ・ド ・オ ックスへ の住所 移転 もSBCの グシ.ユター トにお
ける緊急保管所の設置 も,数 週 間後 リュ トリヴ.イー ゼ ・アム ・フィア ヴァル ト
シュテ ッターゼー.RuetliwieseamVierwaltstaetterseeでスイス軍司令官 のア
ン リ ・ギザ ン将 軍 且enriGuisanが布 告す るこ とにな る 「ア ルペ ン レデ ュr
ト」 を先取 りす るものであった。 フラ ンスの崩壊の 直後ギザ ンは彼の最 高将校
たちにそこで,ス イス軍の本 隊は平時体制 に切 り替 える と声明 した。今 後は縮
.減 され たス イス軍 を以ってスイスのアルペ ン地域 をあらゆる攻撃者か ら最後 の
血 の一滴 まで守 りきると宣言 した。 これは軍隊 によって もはや防衛 されないス
イスの 中腹地域の事務所 や工場へ の数十万 の労働力の放免 を意味 していた。 こ
う した政策 はベル リンでは次 の こと以外 には解釈 されようが なか った。すなわ
ち,ス イスの ドイツ第三帝国 と.の経済 的な協力 の用意 を示す シグナルであ る。
ドイツの こうしたスイ.スについての協力 の主 な関心 は,1940年夏つ ま りフラ
ンスの崩壊後 とい う時期 においては軍需物資の供給 とい う ドイツがすでに占領
地域 や同盟諸 国か ら調達 可能 な ものでは な くて,ス イス を ドイツ戦争経済 に
とっての不可欠 な金融拠 点 として役立 てることにあ った。 ヒ トラーは,外 国為
替管理 なしに自由な取 引がで きる.ハー ド ・カ レンシーを持 った ひとつの中立 的
金融拠点 を必要 とした。国際金融世.界の信頼 を得てい る経験豊 富 な銀行 を持 ち,.
ドイツの金 をその源泉について多 くの質問 な しにハー ド ・カレンシー と交換 し
て く軋 る意志のある中央 銀行 を持 ち,ラ イヒスバ ンクのため にその国際 的な手
足 と して面倒 な国際業務 にお いて役立.って くれ るBISを 持 ってい る,そ んな
金融拠点であ る。そんな ところは1940年夏 の ヨーロ ッパ においてはスイス にし
かあ り得 なかった。 もしナチ ・ドイ ツがスイス をも占領 したな ら,そ してそれ





の ヨーロ ッパ諸 中立国お よび海外への最後 の窓 も閉 ざされて しまったであろう。
そ うなれば,ス イスを超 えてお こなわれている,こ うした地域 か らの戦略 的な
軍 需物資 の輸入 のための ドイツの支払い往 来がス トップ し,前 述 のよ うなポル
トガ ルの.タングステ ン,ブ ラジルの産業用 ダイヤモ ン ドや多数の軍需 に不 可欠
の原料 の調 達が とまって しまうとい う結果 を伴 ったであろ う%
こう した状況 の下 では,5月 ユ4日にはバ ーゼ ルの市民 を混乱 した逃走へ追い
や ってい たパニ ック的な不安 は まもな く忘 れ られ,都 会人た ちが再びアルプス
か ら降 りてきたの も驚 くことで はなかった。BISも またす で に1940年9月の
うちにその オフィス をシャ トー ・ド・オ ックスか らバーゼ ルのセ ン トラルバー
ン ・シュ トラーセ に戻 した。
BIS総支配 人 ロジェ ・オブ ワンRogerAuboinはユ939年10月か ら一時 バー
ゼ ル を離 れ て いた。1939年11月は じめ に フ ランス政 府 は彼 をジ ャン ・モ ネ
JeanMonne亡を委員長 と した 「計 画委員会」 の総合書記 に任 命 していた。 ド.
イツ軍 を前 に.した逃亡の 巾で フランス首相ポール ・レイノーは1940年6月14日
トウルーズでこの短命の英仏委員会 を再び解散 し,そ れでオブワ ンは独仏休戦
協 定 の後 「バーゼ ルに戻 る決心 を した」%ロ ン ドンへの亡命 を決 めた シャル
ル ・ドゴ』ル,ジ ャン ・モネその他 とは異 なって こう してロ ジェ ・オブワ ンは
ドイツ=フ ランス休 戦協定 の後 ドイツ人 との協力の方向 に転換 したのである。
か れのBIS総 支配人 として の職.務再開 は問題 な く経過 し,そ の後彼 はBIS.
との コンタク トを決 して放棄.しなかった。第二 ビューロー(参 謀本部の情報部
門)の 特別許可証 をもって彼 は規則 的にバ ーゼ ルに滞在 した。1940年7月末に
おけるBISへ の帰還 の際 にはすべ ては元 どお りになっていた。ただ ロジ ェ ・
オプワ ンが,い まや第三共和 制の 「誇 りある」 フラ ンス銀行 を代表 してい るの
ではな く,ナ.チ・ドイツと協 力 している ヴィシー政府 のフラ ンス銀行 を代表 し




ているの だ ということを度外視 すればである。
他方1940年夏マ ッ.キトリックはわずかな らぬ時 をバ ル ト地方 の通貨金の事件
に費 や した。バ ル ト地方 はマ ッキ トリックの時代 のBISで は常 に総裁の管轄
領域 となったが,こ れはかれが1935年以来社 長を していたノルディ ッシェ ・セ
ルo一 ス(パ ルプ)工 業社のあるエス トニアの首都 ラヴァル.(タリン)と の深
い結 びつ きに関係があ った。バーゼルの新事務所 にお ける第一 日目にマ ッキ ト
リックはBISの タ リンにあるエス トニ ア銀行 関係 につい ての報告 を求めてい
る4〕。1940年1月16・17日のべル リンの ライ ヒスバ ンクへ の就任挨拶訪 問 と?
なげてかれはエス トニアの ラヴ ァル(タ リン)に も旅行 し,そ こで 同パル プ工
場 を訪れ た。
'1940年7月13日と15日赤軍 はバ ル ト地方 を占領 した。数 日後BI.Sは3つ の
同文の電報 を受け取った。それ らは,ラ ヴァルのエス トニ ア銀行,カ ウナスの
リ トアニ ア銀行,リ ガのラ トヴ ィア銀行 から来 ていた。3つ のバル ト地 方の中
央銀行 はかれ らのBISに ある金保管庫 を直 ちに ソヴィエ ト連邦国立銀行 に移
す よう要 求 した。 エス トニア銀行 は約3,5トン,価 値 に して約ユ800万スイス フ.
ラ ンをたい ていは金 でBISに:預金 してい た。 そあ金保 管 庫 はロ ン ドン及 び
ニュー ヨー クに.あった。 リ トアニ ア中央銀行 は約700キロ グラムの金,価 値 に.
して300万.ス.イス フラ ンを.ロン ドンに持 ってお り,ま たラ トヴ.イアの中央銀行
は数キ ログラムをベル ンの保管庫 に預 けてい た%
チ ェコス ロヴァキアの金の ライ ヒスバ ンクへの とどこお りない移転 とは異
なってBISは バル トの金 の際 には向 きを変 え,こ れ を ソヴィエ トの侵略者 に.
は提 供 しなかった。金 はその代 わ りにブロックされた。1941年11月ドイツ国防
軍が レニ ングラー ドへ の進軍の際 にバル ト地方 も占領 した時,ラ イ ヒスバ ンク
は このバル トの金 を獲得 しようと試み た。ふ たたびBISは 拒否 レた。バ ル ト






ライ ヒ.スバ ンクがBISに 金 を供給 するこ とを強制 した なら,BISは ベル ンに
ある自分 白身の在庫 を減 らす ことにな り,こ うして ドイツは自分 自身の 肉を切
るこ とになったであろ う。
1944年中頃赤軍 がバ ル ト地 方 を ドイ ツの 占領 か ら再 「解放」 した後でBIS
はこの金 の提供 を三たび拒否 した。その後 この争 いの対象 になったバ ル トの金
は数十年 間忘れ られた。50年後 にもう一度後劇 がやって くるまでである。1992
年 の春 に再 び復活 したバ ル ト諸国の 中央銀行 はかれ らのBISに たいす るかつ
ての加盟権 とともに彼 らの古 く持っていた金 をやっ と返 して もらった。
マッキ トリックの 「善意の旅」
す でに述べ られ たニ ューヨー クでの金融取引にたいする許可 制度 に伴 う諸 問
題 の結果マ ッキ トリックは1940年秋か らBISの アメ リカ合衆 国 に対す る関係
を改善す るために組.織的 な試み を行 なった。その際ウ ォrル ・ス トリー トの国
際的な民 間諸大銀行の彼 に対す る支持は保証 されていた。そ してベル ンにおけ
る アメ.リカ大使 リー ラン ド・ハ リソ ンとの規則 的な会話 のおか げでマ ッキ ト
リックはアメ リカ国務省の 中に もあ る程度の共感 を当てにする ことがで きる事
を知 ってい た。 国務 長官 コーデ ル ・ハ ルはBISに たい して少 な くとも敵対 的.
ではな くアメ リカにお ける諸 中立国の資産の凍結問題 に関 しては寛容 な政策 σ2
支持 者 として通 っていた。 これ と反対 にアメ リカ財務省 にお けるBIS反 対著
たちは連邦準備制度総裁のBISに 対す る態度にも否定的な影響 を及ぼ していた。
ヘ ン リー ・モ ーゲ ンソー財 務長官がBISに つい てす で に1933年のか れの就
任 以来表明 していた不信 感 は,す でに述べ た ようにBISが 彼 の政治的敵対者
であるニュー ヨークの国際銀行家 たちの道具であ るとい う評価 に根 差 していた。
1935年か ら戦争勃発 にいたる までかれ はバーゼル に送った使者のマール ・カク
ランMerleCochranのもた らす情報 に もあ る程度の 関心 を示 して いた。 この
情報源 泉が1939年夏 に監査役 会 会議 の終焉後 に尽 きて しまった後, ,モrゲン
ソー に とって もBISの さ らな る存続 の正 当化理 由 もな くなった。 マール ・カ
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クラ ンは南 アメリカ部門のあるポ.ストに異動 していた。 その同.時期 に確信的 な.
BIS敵対者 であるハ リー 「デ.クスター ・ホワイ トHarryDexterWhiteが財務
省通貨部門の幹部 からモーゲ ンソーのスタッフ長.及び財務副長官 に昇進 していた。
ハ リー ・D・ ホ ワイ トが1940年夏のフラ ンスの崩壊後 にモーゲンソーに宛て
て作 成 した世界情勢 に関す る基本原則 ペーパ ーが ある。 これが かれ らのBIS
に対す る敵対の政治的理由 を明 らかに している。ホワイ トはそこで4つ の世界
強国か ら出発 している。す なわち,ア メ リカ合衆 国,ド イツ,日 本,お よびソ
連で ある。彼 は日本 を軍事的には攻撃的で領.ヒ的に拡張主義的 と特徴づ け,ソ
連 をイデオロギー的 には攻撃的で しか し膨張主義 的ではな く完全 に国内志向的
であ る とし,最 後 に ドイツをアメ リカに とっての最 も危険 な敵 と してい る。 ド
イツ第三帝国 はソ連 と日本の最 も危険な要素を統合 している。す なわち,領 土
的 に拡張主義的で,電 撃戦 に成功 してお り,イ デオロギー的にも攻撃的であ る
とい うわけである。ホ ワイ トはア.メリカ合衆 国の完全 に新志向の外交政策 を要
求 した。 すなわ ち枢軸諸 国に対.する公 に宣言す る非難 政策であ る。「アメ リカ
は ファシズ ム に対 す る民 主主義 諸 国 の闘争 の 主導権 を握 らな くて はな らな
い。」6)ソ連への接近.とベ ル リン ・ローマ枢軸 と日本 との間 を裂 くことを結びつ
けるべ きだ。ホ ワイ トはア メリカ合衆 国国務省 を,英 仏 にふ きこまれた対独 者.
和政策 を追求するチェ ンバ レンとダラデ ィエ の仲 間になってい ると非難 してい
る。 こ うした世界像 の なかにはナチズム との均衡 を弁護 するBISに とっての
場所は ない。ホ ワイ トは明確 にBISの 解散 を意図 したのである。
遠 く離 れた ワシ ン トンにお けるBIS敵 対 者ハ リー ・D・ホワイ トの昇進 と
BISの友 マール ・カ クラ ンの退場 につい てマ ッキ トリックは1940年か ら41年
にか け ての冬 には正確 な ことは何 も知 らなか ったご しか しBIS銀 行部 門の
ニュー ヨーク連邦準.備銀行 との間の問題 および米国財務省の下 にあ る外 国資 産





.モー.ゲンソー との関係 を直接 の コ ンタク トに よって改善 す るため,マ ッキ ト
リ ックは1941年の最 初の数週 間の内 の何 らか.の.時点で ア メリカ旅行 を決意 し
た7}。この 「善 意 の旅行」 の準備 の ため彼 は3月 の 末 ひ とつの基 本原 則 ペー
パ ーをア ラン ・スプ ロウルAllanSprou1,ニュー ヨー ク連邦 準備銀行.ハリ ソ
ン総 裁の後継者,に 送 った。 その中でマ ッキ トリックはBISの ニュー ヨーク
における ドル預金のあ らゆる個 々の取引 のための許可の官僚的義務の導入に よ
る機能 阻害 を非難 してい る。マ ッキ トリックは次 の ように言 う。世.界貿易は ド
ル を必 要 としてい る。世界的規模 で受 け入 れ られてい るそれ以外の唯一の 自由
通 貨はスイスフランであ る。 しか しこの小 国の通 貨は限定 され た量 ゆえに ドル
に代 わる ものではない3}。
ライヒスバ ンク総裁 ヴ ァル ター ・.フンクはマ ッキ トリックの アメ リ㍗行 きの
プ ランに賛成 したが,も ちろん不在 の期 間はスイスの代理 人を決め てお く必要
が ある と した9〕。ス イスにお けるア メ リカ大使'J一ラ ン ド・ハ リソ ンLeland
且arrisonから もマ ッキ トリックは彼 の旅行計 画 に対 する支持 を得 た。ハ リソ
ンは国務省 をこの訪 問について納得 させ,マ ッキ トリックに1941年8月中頃 の
リスボ ンか らアメ リカへ の急便航空機の席 を調達 した晦。
・...一しか しイ ング ラン ド銀 行 はBISr裁 の アメ リカ訪 問 に同意 しなかっだ リ。
イングラン ド銀行 オ ッ トー ・ニーメイヤー卿 に とって見ればただアメ リカ市民
の マ ッキ トリ ラク,そ の統合力 と能力 におい て彼 の持 ってい る信頼性 のみが
BISの中立性 の保証 なのであ った12}、マ ッキ トリックが留 守 をす れば,BIS
は ドイツ第三帝国 に支配 される機 関になって しまうだろう。二人の総支配人 ロ









た。 マ ッキ トリックは二一 メイヤー を心変 わ りさせ るため にあ らゆ る事 をやっ
てみ.た。彼 は ライヒスバ ンクが持 っているBISの 厳格 な中立性へ の客観 的な
利益 関心 について書い ている。 なぜ な.らかれ ら.はBISを彼 らの戦後 プラ ンの
中で重要 な役割 を割 り当てているか らだ,と マ ッキ トリックは強調 した。 ライ
ヒスバ ンクは過去二年 間においてBISに 対 して常 に忠実で あ り,.営業 的には
完全 に正 しい態 度 を保持 している と。 しか しなが らニー メイヤーは考えを変え
させ なか っ.た。そ してマ ッキ トリックはこの時 はつい に自らのアメ リカ旅行 を
あ きらめねばな らなかった。 ・
BIS.からアメリカへの派遣
BIS総裁 マ ッキ トリ ックがか れの善 意旅行 をあ きらめねばな らな くなった
数 週 間後 にBIS主 任エ コノ ミス トのペル ・.ヤコブ ソンがカーネギー財団か ら
ア メリカへ の旅 費持 ち研 究旅行 の招待 を受 けた。「経済平和 のための委員会」
での共 同作業 との関連でヤ コブソンはそ こで 「ナチズム的新 ヨーロ ッパ」 にお
ける最新 の傾向 と発展 について情報 を伝えるべ きとされていた。ペ ル ・ヤ コブ
ソンは1941年11月末 にアメ リカに向けて出発 し1942年の4月 に再 びバ ーゼ ルに
戻 って くる且%彼 のそこでの コンタク トは ウォール ・ス トリー トの銀行家 たち
と大学 に とどまってお 肱 ワシン トンの財務省 には歓迎 されなか った。 ちなみ
に彼が アメリカ滞在中に結び付 けた結 合関係 はペル ・ヤコブソンの将来の勝者
の列車への飛び乗 り台 を据 えるこ とにな り,結 局の ところ1958年にお けるかれ
のIMF(国 際通貨基金)の 専務理事への昇進 を可 能にす る ものであ った。
Hパ リ,ア ムステル ダム,及 びブ リュ ッセル
ー 占領地域のヨつの中央銀行
1940年夏 に は 総 裁 がBISの 監 査 役 会 に 席 を 得 て い る8つ の 中.央銀 行 の う ち





国立銀行,オ ランダ銀行 である。3つ のすべ ての機 関の総裁が職 に とどまって
お り,BISに お ける監査 役会 の議席 を保持 してい た。.しか しか れらは,占 領.
された国 の通貨政策 を ドイ ツの戦争経 済に従 わせ,組 み込む ことを保証する こ
とを義務づ け られ てい るライヒスバ ンクか らの管理官 を上司 として据 え られて
いるのである。 ドイツによる占領の4年 間 フランス とベ ルギーの 中央銀行 は継
続 して積極的 にBISと の問 を往来 した。 オ ランダ銀行 はそれ とは違 っていて,
戦争終了 まで もはや何 ら役割 を果 た さな くなった。.
王室 と政府が ドイツの オランダへ の攻撃 の後 イギ リスへ亡命 した一方で,オ
ラ ンダ銀 行総 裁 レオナ ル ドス ・J-A.トリップLeonardusJ.A.Tripは占領 さ
れたアムステルダムにとどまった。 トリップは一年 の間占領者 と協力 した後,
1941年4月1日に ドイツ ・オ ランダ外 国為替境 界の廃止 に抗議 してオ ランダ銀
行総裁 を辞職 した。 この方策 を以 って ドイツはオランダ銀行 にいつで も高め ら
れた レー トで ラ.イヒスマルクをグルデンに交換す ることを強制 したのであった。
言い換 えれば,い まやライ ヒスバ ンクは ドイツのオ ランダか らの輸入品に対 し
て ライビスマ ルクで支払 うこ とが で きたのであった1』)。194ユ年 月3日 トリッ
.プはバ ーゼル に監査役 会 メ ンバー と しての退任 を通知 した。 しか しマ ッキ ト
リックはこれを拒否 した.彼 は ドイツの占領者へのいかなる抗議行動 も承認 レ
ようとしなかったのであ る。加えて新 たなオラ ンダ銀行総裁が.入ることも問題'
が起 きたであ ろう。 オ ラ ンダ ・ナチ党 でSS将 校 の ルース ト ・ヴァ ン ・トニ
ンゲ ンRoostvanTonningenはオラ ンダの第三帝 国へ の編入の支持 者であっ.
た。 ナチの操 り人形が誇 り高いBIS監 査役 会 に入る こ とはBISの 中立性 を
壊す ことにな り,こ れに よってイ ングラン ド銀行の ノーマ ン総裁の退任 を引 き
.起 こす危険 があった。 ヴァン ・トニ ンゲ ンをBIS監 査役会 か ら遠 ざけてお く
ため にマ ッキ トリックは退任 した総裁 トリップにBIS監 査役 会 メンバ ー とし




ル ・プール に介入 した。ライヒスバ ンク副総裁 エ ミール.6プールは同 じくロー
ス ト・ヴァン ・トニ ンゲ ンがBISに とって意味す る危 険を認識 してい た。そ
して アムステル ダムにおけるオランダ銀行 の ドイツの管理官,ラ イ.ヒスバ ンク
理事 のビューラーBuelerに介入 した。 ビューラーは直 ちに トリ ップを以前 と
同 じ くSTS監 査 役会 メ ンバ ーに とどまらせ トニンゲ ンにバーゼル におけ る威
信あ るポス トをあ きらめ させ る義務 を負 った。「もしロー.スト ・ヴァン ・トニ
ンゲ ン氏 が彼 の主 張を再 び変 えるべ き場合は」 ビュー ラーは 「必要 な らばベル
リンか らも影響 を与 え られるこ とがで きる。」1の結果 としてはライ ヒスバ ンクは
ヴァン ・卜ニ ンゲ ンも前のBIS監 査役 会 メンバ ー トリップ も両 方 ともバーセ
ルか ら遠 ざけた.ト リップがユ941年11月は じめ にバ ーゼル に旅行 しようとした.
時 ラ.イヒスバ ンクは彼への許可 を出さなかったのである1ア)。これ に よって オラ
ンダ銀行 はバ・.ゼ.ルへ の連絡 関係 を切 り離 された。
ド.イッに占領 されたBIS監 査役 会 メンバー を持つ 第二番 目の中央銀行 はベ
ルギー国 立 銀行 で あ った。 その 総裁 で あ る ジ ョル ジェ ・ヤ ンセ ンGeorges
Janssenは5月末 にお けるベ ルギr軍 の降伏の結果 フラ ンス に向 けて逃 げたが
最終 的に は6月 の末 にヴ ィシー に着 いた。そ こでヤ ンセ ンとベ ルギー蔵相 カ
ミーユ ・グッ トCamilleGuttは以 卜.のような見解 に至 った。す なわちヤ ンセ
ンとベルギーの民 間諸銀行が国 に残 り,他 方で グッ トがベ ルギー国立銀行副総
裁 といっ しょにロ ン ドンに移 りそ こか らベルギーの植民地帝 国を統治すれ ばベ
ルギーの金融 的利益 に最大限 に貢献す るとい うことである。 グ ッ トはユ ダヤ.系
であ り,1930年代 にフラマ ン語系ナ シ ョナ リス トとワ ロン語系 レ.クシス トによ
るファシス ト的な攻撃 の標 的となっていた。 この両者 はナチスにシ ンパ シーを
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との了解の もとに1940年7月に再びブ リュ ッセルに戻 った")。
ベ ルギー国立銀行 は ドイツの攻撃 を予期 してす でに1940年3月に彼 らの金準
.備の うちの約三分 の二 をロン ドン とニュー ヨー クに移 してい た。残 りの198ト
ンは フラ ン.ス銀行 のボル ドーの近 くのモ ン ト・デ ・マ ルサ ンにある∴地方保管
所 に保管 された。カ ミーユ ・グ ッ トが彼 の回想録 の巾で報告 してい るよ.うにそ
の際,こ の198トンは ドイツの フラ ンズへ の攻撃 の場 合 には同様 にロ ン ドンに
疎 開す る ことが取 り決 め られていた眺6月 のは じめ グッ トはその 目的のため
にイギ リスか らコルヴェ ッ ト(武 装帆船)を 組織 し,ベ ルギーの金 をボル ドー
の港 に取 りに行 こうとした。 そこで彼 は しか しなが らビス トロ港のなかでフラ
ンス蔵相 イブ ・ボ ウテ イリールY…B・uthini・か ら,ベ ルギーの金 は既 に
ダカールに向 けて輸送 された後 だ とい うことを聞かな.くて はならなか った。
「これ によって フラ ンス銀行 は約束 を破 ったのだ。」 と30年後 回想録で グッ.
トは判断 を下 している。そ して さらに続 ける。 「人も知 る ように フランス人 は.
この金 を後 に ドイツに提供 し.たのであった・ ヴィシー政府のあ らゆる犯 罪の中
で もこれはその最悪の ものだ。」zリヴィシー政権 の蔵相 イブ ・ボウティリールは
彼 の回想録 の中で約束 を確 つた とい う非難 を強 く拒絶す る。彼 はベ ルギーの金
の ダカールへ の輸送 をベ ルギーの 中央銀行 総裁のジ ョルジェ ・ヤ ンセ ンが フラ
ンス銀行に金をロ ン ドンに持 って行 くことを決 して要求 しなかった ことを示 し
で正当化す る。 「.ヤンセ ≧こそがベルギーの 中央銀行 の合法的 な総裁 であ り,
BISから認め られていた。 そ してBISの 総裁 はアメ リカ人だ。」z2)
194⑪年5月 及 び6月.にドイ ツの電撃がフラ ンスを一撃 したときフラン.ス銀行
は文字 どお り最後の瞬間 にフランス国家財産 を確保 するこ とに成功 したのだっ
た。全 部で1900トンの フラ ンス国内の金準備はパ リや様 々な地方の保 管所 から






送 され た。 フラ ンス銀行 は戦争前 に渉 でに900トンの金 をロン ドン及 びニュー
ヨー クに運んでいだ3)。金 の最後 の積 荷 はブ レス ト港 を6月18日,最 初 の ドイ
ツの戦車の到着のた?た17時 間前 に発送 され たのであ った2%こ れ らの金の大
部分 はニュー ヨーク連邦準備銀行 に行 った。それ と並 んで フラ ンス銀行 はオタ
ワの下立 カナダ銀行 とフランスの カリブ海の海外植民地 マルテ ィニーク島にあ
るフランス要塞の軍事保護地区 にも保 管庫 を開設 した。別 め数百 トン,そ の う
ちには既述のベルギーの金 も入 っているのだが,こ れ はフランス植民 地のセ ネ
ガルのダカールに向けて輸送 され,そ こか ら.陸路 を100キロメー トルほ ど行 っ
たカエス要塞 に運ばれた。
1940年6月末の休戦協定 の後 フラ ンス銀行総裁 ピエール ・7オ ル二二ルは さ
らに職に とどまった。逃走 の混乱 した数週間の後,彼 はペ タン将軍 のヴ ィシー
における フラ ンス国家 の成立後パIJに帰 って きた。 ヴ.イシー ・ホテルに設 置 き
れたべ タ ン政府 と違 って フラ ン.ス銀行 の所在地 はパ リに とどまった。 フォル
ニール総裁が再 びクロワ ・ド ・ペテ ィ.・シャン通 りの彼の事務所 に帰 って きた
持す でにライヒスバ ンクの管理官 が据 え られていた,そ の長 はカール ・シェー
ファーCarlSchaeferであ り,か れは ライ ヒスバ ンクに よって廃 止 された ダン
チ ヒの発 券銀行 の前総裁 であった。かれ をふた りの ライ ヒスバ ンク理事 ヨス ト
とべ ッチ ャーが補.佐していだ%
ドイ ツ人は フラ ンスの巨大 な金備蓄 について よ く知ってお り,1940年7月19
日ヴ ィースパ ーデ ンにお ける ドイ ツ ・フラ ンス経 済協定交渉 の際 に ドイツ側の.
交 渉主任 ハ ンス ・ヘ メ ンHansHemmenはそれ らの所在 につ いての正確 な情
報.を要求 した25)。








て フランス銀行 におけるベ ルギーの金保 管 について聞いた。 ただちに彼 はこの
金のブ リュ ッセルへの返還 を求めた。ヤ ンセ ン総裁 は文書 に よる同意 を期待 さ
れたが彼 は もちろん提 出 しなか った。 ライ ヒスバ ンクか らの管財 人 フォン ・
ベ ッカーvonBeckerによるあ らゆる脅 しにもかかわ らずヤ ンセ ンはベルギー
の通 貨金の提供 を彼 の署名で合法化す ることを拒否 しだ%こ れ に対 してヘ メ
ンは最.後通告 の形でヤ ンセ ンの同意な しにベルギーの金 の引 き渡 しを要求 した。
ヴ ィースパ ーデンにお けるフランス人代表 は屈服 し,ペ タ ン将軍 も彼の 首相 ピ.
エール ・ラヴ ァル も合意 した。 このヤ シセ ンの 了承 な しに行 なわれ る金の供給
とい うこ とにフランス銀行総裁 ピエール ・フ ォルニ ールはまった く同意で きな
かった。 ピエール ・フォル二一ルの ような伝統的 な学派の中央銀行家 にとって
はベ ルギ ー国立銀行 との保管契約 をやぶ るこ とはひとつの所有 に対す る大罪を
.意味す るものであ る。1940年9月末 にペ タン将軍は原理 に頑固 な総裁 を解任 し,
彼 をフラ ンス国鉄SNCFの 監査役会 会長 のポス トに異動 させ た。 フラ ンス銀
行 の新 たな総裁 で 自動 的 にBIS監 査 役会 メンバ ー になったの は同副 総裁 で
あ ったイ ブ ・ブレール ・ド ・ボ ワサ ンジュYvesB■hartdeBoisangerであっ
た。 こちらはベ ルギーの金 をヤ ンセ ンの了承な しにブ リュ ッセルに供給 する用
意がで きていたのである鰯。.
ペ タン将軍 のこの 同意 の政治的背景は1940年1D月24日にモ ン トワールで行 な
われた彼 の ヒ トラー との会談であ った。将軍にはベルギーの金 はフランスには
何 らコス トのかか らない フユー ラーへの贈 り物 として まさしくち ょう どよかっ
たのである。 ほとん ど2週 間 にもならない内に1940年11月6.日にはベ ルギーの
金 の最 初の2,4トンがセ ネガルか らサハ ラ砂漠 を越 える航空便 でマルセ イユ に
入 り,そ こか らベル リンに向けての貨 物列 車 に積み替 えられた靴 二番 目の金





られ て横 断 し,1941年3月半 ばにや っ とマルセイユ につい た。.ヴィシー政権下
のアフリカ植民地 における太守 たちは,ペ タ ン将軍 に対 してあ る程度の独 立性
を示 そうと してい たが,こ の金の ダカール ・ベル リン ・ラ リーにつ いて も多 く
の時間 をかけ させ た。その結果198トンの金 の最後の積荷がベ ル リンに着いた
のはやっ と1942年5月26日であ ったW。
1941年6月にお ける独 ソ戦勃発 と12月におけるアメ リカ合衆 国の参戦 は ドイ
ツがヴ ィシー体制 の協力 によって略奪 したベルギーの金の事件 をすべ ての当事
者において背後 に押 しや った。 しか し1943年夏 にこの件 は再 び現実性 を獲得す
るD
他 方1939年9月は じめ にBISが 購 入 したベ ルギー国債 の一件 はベル ギーの
二つの国 立銀 行が承認 され た背景 を描写す る もので ある。BISは1939年9月
にアムステルダムで12.5百万 グルデンす なわ ち(当 時で)約3000万スイスフラ
ンの短期の 「ベルギー大蔵省証券」 を署名 して 申し.込み,証 書 をこれの発行 を
行なったオラ ンダ銀行 に預 けた。 この国債が1940年5月29日に償還 期「製が来 た
時ベルギー軍はち ょうど ドイツ国防軍 に降伏 した ところだ った。ベルギー国債
の償還が危険に さらされている という懸念か らパ ウル ・ヘ ヒラーは ライ ヒスバ
ンク理事のエ ミール ・プールに介入 して,こ の有価証券の アムステル ダムか ら
ベル リンを経 てバーゼル までの送還 を手配す るように依頼 した、プールの介入
と同時 にベ ルギーのBIS理 事マーセル ・ヴ ァン ・ジーラ ン ドは亡命ベ ルギー
政府 に しつ こ く付 きまとった。彼 はパ リ,ト ウール,ボ ル ドーか らヴィシーへ
の冒険的 な旅行 をお こない,そ こでベルギー国立銀行か らBIS資 産 の払 い戻
しを達成するためにあ らゆる手段 を用 いt'90。
ヴァン ・ジーラ ン ドはその際何 も達成す ることがで きなか った。すで に述べ





ンがヴ.イシーで相互 に分かれた後,バ ーゼルに帰 ったマーセル ・ヴァ ン ・ジー
ラ ン ドはロン ドンの カミーユ ・グッ トに対 して少 な くとも国債の利 子 を取 りた
てることを試みた。.しか しなが らグッ トはあ らゆる支払 いを拒 否 した。 グッ ト
はバー ゼルへ の手紙 で書 いて い る。 「第一 にBISは ドイ ツに よって コ ン ト
ロール されてい る。それはベ ルギー国債の アム ステル ダムか らベル リンを経 て
バ ーゼ ルへ の供給 に際 してのライ ヒスバ ンクの協 力 によって改 めて実証 され て
い る。第二 にベ ルギー亡命政府の構成員 と してわた しは ドイ ツに支配 されて い
るBISと 取 引 をす ることを禁 じられてい る。」32}マッキ トリックは この グッ ト
の非難 に対 して彼 の返電 の中で次の ような議論 を もって返 した。「もし連合国
がBISを 実際 に敵 に よって支配 されている機 関 と見 なしているな ら,イ ング
ラ ンド銀行総裁 はわれわれの監査役会か ら直 ちに立 ち去 るはずである.。」鮒何 回
か のや り取 りの後 グ ッ トとマ ッキ トリックは最終 的 にベ ルギ ー国債 の償還 を
ユ941年1月.にニ ュー ヨークで調整す る試 みで.一致 した。BISの 代 表者 と して
マ ッキ トリックは前BISV,裁の レオ ン ・フレーザ ーにそれを申 し込 んでい る。
グッ トとフ レーザ ーの交 渉は しか し成果 な く終わった。グ ッ トはBISの 資
産 を確 かに原理的 には承認するが,し か し利子 は戦後 になって支払 いたい。 と
い うの は,グ ッ トに よれ ば 「BISに今 日利 子 を支払 うこ とは この銀行 を支配
.している敵 を強化す ることを意味する」 か らである鋤。BIS代 理者 レオ ン ・フ
レーザーは グッ トの拒 否をバーゼルに知 らせマ ッキ トリックか ら折 り返 し返事
を受 け取 っ た。 その中でBIS総 裁 は ライヒスバ ンクを激 しく擁 護 した。「わ
た くしの就任期 間中 ライ ヒスバ ンクはニ 度ー た りとも彼 らのBISに お ける権利
の悪用 とい う罪 を犯 した こ とはない。.そして彼 らはつね に きちん と利子 を支
払 っている。戦後の.時期 に関 して もライヒスバ ンクはBISの 枠組 の中で国際






亡 命蔵相 の グ ッ トがベ ルギー国債へ の利子支払 い を拒 否 した後,ヴ ァ ン ・
ジー ラ ンドはBISの 資産 を占領 された ブIJユッセルのベ ルギー蔵相か ら回収
す ることを試 みた。 同時 にパ ウル ・ヘ ヒラーは ライヒスバ ンク とブ リュ ッセル
の国立銀行の ライヒスバ ンク管財人の支援 を求 めだ%つ いに利子 はブ リュ ッ
セ ルか ら1941年10月18日に支払 われた37)。
ロン ドンのカ ミーユ ・グッ トはBISと ブ リュ ッセ ルの ベルギー国立銀行 と
の.合意 を認 めなか った01941年11月28日に彼はバーゼルに連絡 し,国 債 につい
てはロ ン ドンの亡命ベ ルギ ー国立銀行総裁の下においてのみ交渉 されるこ とが
で きる とし,マ ーセル ・ヴ ァン ・ジー ラン ドのロ ン ドンへ の派遣 を求めた。 こ
の無理 な要 求をマ ッキ トリックは利子 は ブリュ ッセルのベ ルギー 国立 銀行 に
よって合法 的に支払 われた と指摘す ることに よって拒 否 した。そ してついでな
が らベルギー国立銀行 の所在地が ブリュ ッセルか らロ ン ド.ンに移された とは初
めて聞いた と書 いた脚。
ロン ドンにおける亡命 中央銀行の設立 によって カ.ミ.一ユ ・グ ッ トは彼が1940
年7月 にヴィシーでジ ョルジェ ・ヤ ンセ ンとの間で取 り決 めた統一 戦術 を破 っ
て しまい,こ れによってベ ルギーの最高金融界の国内ウイ ング と国外 ウイング
は分裂 して しまった。 ドイツと協力 しているベルギーの金 融人の大 部分,た と
えば ソ シエ テ ・ジェ ネラ レ ・ド・ベ ル ギクの アルバー ト ・ガロ ピンや ソシエ
テ ・ベ ルデ ・ド ・バ ンクのA.E.ヤ ンセ ン,は カ ミーユ ・グ ッ トとの分 裂後
もさらにブ リュ ッ.セルに残 った。他方,高 級 官僚 のモー リス ・フ レールなどは
1942年のは じめに連合国陣営 に転換 する ことになる。 フ レールは1941年12月に
は占領 されたベ ルギーの代表者 と してパ リの フラ ンス銀行 との交渉 を指導 して









レール は再続 出 され たベ ルギー国立 銀 行 の総裁 にな り,そ して1946年に は
BIS監査役会 によってBIS総 裁 に選ばれる ことになる。
二 つのベ ルギー 国立 銀行 はBISに 大 きな問題 を生 み出 した。 だれ がBIS
監査役会でベルギーのメ ンバー となるのか?ロ ン ドンか らの新 しい人,ジ ョ
ルジェ ・テ ウニスGeorgesTheu皿isか,それ ともブ リュ ッセルか らの,1941
年6月 に ドイツの軍.事政府がな くなったジ ョルジェ ・ヤ ンセ ンの後 継者 と して
指名 したアルバー ト ・ゴフィン総裁AlbertGoffinか?両人 の うち誰 が投 票
権 を持つか,ま たBISへ のベ ルギー出資金の配当 を誰が受け取 るのか?
1941年12月末 ラ.イヒスバ ンクのベルギー国立銀行管財人 フ ォ.ン・ベ ッカーは
.マ ッキ トリ ックへの手紙の中で,合 法 的なベルギー国立銀行の総裁 は相変わ ら..
ず ただアルバ ー ト・ゴフィンだけのはずだ と書 き留 めた。そ して ゴフィンのみ 』
が ベルギー国立銀行の ためにBISと の業務 を締 結す る権能 を与 え られてい る
と書いた鋤。 ドイツの この権力者 の言葉 の後 でマ ッキ トリックは何 らかの方策
を思 いつかねばならなか った。両機関の うちのひ とつだけを承認す ることは枢
軸 国に対す るかあるいは連合国 に対す るかいずれかに対 してある種の侮辱 を加
える こ とを意味す る.ど ち らもマ ッキ トリ ックは欲 しなかっ.た。BISの 法律
顧 問の フェリックス ・ヴァイザーFelixWeiserによって出 さ.れた専 門家意見
も方策 な しというに等 しかった。それは次 の言葉 にお いて頂点 をな してい る。
「この問題(ベ ルギーの二つの中央銀行 とい う問題)は 当面未解決 のままに し,
ておかれねばな らない。」ω これ に対 してマ ッキ トリックは何 のため らい もなく
両方のベル ギー国立銀行 を.承認(!)し,両 方の総裁 をBIS監 査役会 に受 け
入れ,両 方 の機 関にベ ルギーの資本部分 に対す る配当金 を支払 ったのである。
Brsの両機関 との間の業務通信 もいつ ものや り方で続け られた。プ リュ ッセ..
ル とロン ドンの両ベ ルギー国立銀行 はBISに よって保有 されてい るベ ルギー




リュ ッセルのベルギー国立銀行 が払 った。1944年のは じめか らはロン ドンのベ
ルギー国立銀行がニ ュー ヨー クの封鎖 口座 で支払 った。戦後最終的 な精算 が行
なわれた1㌔
1941年11月マ ッキ トリックはブ リュ ッセルに新設 された有価 証券発行銀行 に
BISにおけるス イスフラ ン口座の 開設 を許可 した。 この許可 は占領地域 にお
ける戦争指導権力 の作 った新 たな機関 との業務関係の形成 を禁 じていたBIS
の自分 に課 した中立原則 に違反 する ものだった。有価証券発行銀行 はすでに述
べ たようにベ ルギーのナチ協 力者 に よって1940年秋 に ドイツの占領 費 を支 出す
る目的の ため に設立 されたのであった。1941年12月7日にアメリカ合衆 国が参
戦 した後で はマ ッキ トリックは この口座 開設 のこ とで ゆっ くりとしか し確実 に
足の冷 える思いが し出 した。 とい うのはこれ によつで彼 は枢 軸国に国際的な支
払方法上 よ り効率的な手段 を与 えるこ とで枢軸国の金融資源 を強化する ことに
なるわけだか らである。結 局1942年2月24日にマ ッキ トリックはベルギー有価
証券発行銀行 に彼 らのB工S口 座 のベ ルギ ー国立銀行 のそれ との融.合を求 めた。
有価証券発行銀行の最後の支払 いはブ リュ ッセルの冬期 支援へ め7万 スイス フ
ランの送金であった4%
III「ヨーロッパ要塞」 の ための多.角的決済機構
「占領 された地域 は政治 的,経 済 的,お よび軍事 的 に ドイツに完全 に依存す
るようにされねばな らない。」ω ドイツ海戦指導部は この ように ヨーロ ッパ新秩
序の 目標 をまとめている。 こ うした文書 は1940年夏 の第三帝 国においては流行
していた。短 期的にはナチ ・ドイツの プランナー にとっては征服 した地域 の経
済力 を電撃戦のために役立 てることが問題 となっていた。す なわち,イ ギ リス
に対 する戦闘のための補給 とソヴ ィエ ト連邦 の征服 のための完全 な兵器庫の形
42)MC,PropロsitionpourGuttsurbo皿sbelgiquesdeAuboinetvanZe巳land,5.1一.1942.
43)MC,AuboinundH巳ch1已ranBanqueNationaled巳Belgique,⊥4.3.⊥942.
44)Gmじhmann,Lo出ar,ム 物励 η甥13侭ぬ傭`誌 〔源8G加 ∬雌 雄㎜4η 郡㎎,S如 けgart,1962,S,76.
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成 であ るd長 期的 にはナチの経済計 画は広域経済 圏GmBraumwi■tschaftの概
念 す なわち ミュ ンヘ ンの将軍で地 政学者の カール ・ハ ウスホー ファーKarl
Haushoferが既 に1920年代 のは じめか ら展 開 していた考 え方 に基づ いていた45〕。
ハ ウスホー ファー名誉教授 に とってはアングロサ クソンの支配す る自由主義時
代 はすで に終わ った。 自由貿易 と海外へ の植民地拡大の政策 は過 去の もの とな
り,.ヨー ロ ッパの将来は ヨーロ ッパ外 の植民地 の搾取 と国際 自由貿易では なく
て 自給 的大陸 ヨー ロッパの権力ブ ロック とその内部需要 の開発 に存す る。 こう
した経 済的世界観 は,当 時 ミュンヘ ンにおいて無名の国防軍情報兵 か ら国民的
な政党指導者へ と上昇 しつつあ った ヒ トラーの攻撃的拡 張主義に も通 じていた。
ライヒスバ ンク もまた当然 のこ となが ら新 ヨー ロッパのための大計 画作成 に
携 わ ってい た。 その礎 石 は総 裁 の ヴ ァル ター ・フ ンクが1940年7月25日に
「ヨーロ ッパの経 済新秩序 は ドイツに最大限の経済的確実性 と最大限の物 質的
生活水準 を保証す る ものでなければ ならない」 とす る基本演説で匿 いだ ㌔ 副
総裁 のエ ミール ・プー ルが ライヒスバ ンクの政策 の具体 的な目標 を定義付けた。
「ライ ビスマルクが新 ヨーロ ッパ におけ る主導 的な通 貨(外 国為替)と して多
角的清算機構 の基礎 とな らねばならない。」切古典 的な勝利者 の処方箋.す なわ
ち敗者に対外経 済上の支払手段 と.して自身の通貨 を強制 す ることを以 って.ド
イツは生産する より多 くを消費す るこ とがで きる状 態 に置かれ るべ きであった。
さらに外国の商品 を自ら印刷 した.ライビスマ ルクで支払 う特 権が多角的清算機
構の技術 によって拡大 されるべ きであった。 多角 的清 算(皿ultilateraleClear-
i■g),とゲ ッベルスに よって強制的 同一化 された ドイツの経済新甲 にお ける外
国語敵対的な言語規制が自ら名づけたわけだが,こ れは国際的な金融の流れの
諸中央銀行の下での集中化に他ならなかった。当該諸国の輸出入は直接に外国
のその都度の貿易相手に対 して外国為替で支払い ・受け取 りを行なうのではな
45)Miles。,d.Al.。,加 瀕。ω 伍 雄 ・・腐 泥 耀 ハ 公 ・ninny,P.24f、
46)Shirer,WilliamL.、BerlinDiurp,HewYork,1984,P.460.
47)加 撚`加4μgθ ㎜'η ♂Z颪 臨 π&Bcrlin,6.Nov.1940.
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くて,彼 らの中央銀行 を通 じて国内通貨で処理する ことになる。諸中央銀行 は
ヨー ロッパ共通 の清算所で外国貿易の総計的な差額のみ清算 する。諸 国民 の通
貨 の換算 にはすべての国が同一の参考通貨を利用 する。差額 ない し残高の清算
はひ とつの 中央の清算勘定において信用 の受 け入れあるいは保証 を通 じてか,
または外国為替ない し金 取引を通 じて行 なわれる。広域 ヨー ロッパの多角的清
算のためのセ ン.ター と してライヒスバ ンクはベ ルリンの ドイ ツ清 算勘 定を利用
した。 ここは最高数百人の職 員を働 かせ ていた。残高清算のための決済通 貨は.
ライ ヒスバ ンクによって確定 された高め られた公的 レー トでのう.イヒスマルク
であった。.それ とならんで ナチの服務規定は清 算債務 の金取 引に よる決済 も許
可 した。 ライヒスバ ンク総裁は1940年.の夏にベル リンで,新 ヨ「ロ ッパの通貨
システム にお いて は金 は何 らその位 置 を持 た ない と公 式 に宣 言 したが,ナ チ
ス ・ドイツもそれを完全 に放棄 しよう としたわ けでは なかった。金 本位制 にお
ける ような絶対 的な通貨 アンカーであ る代 わ りに,.この場合 には金 は固定価格
を持 った標準的 な商品 と して機 能すべ きであった。
清算勘定の構成員基準 に関 してはナチズ ム的指導者原理 を義務づけ られた ラ
イヒスバ ンクが常 とは違 う民;牲 を自 ら示 した。 占領地域 に対 しては当然強制
的な加盟 が適 用 されたが 中立国 につい ては参加 は自発 的意志 に よっていた1B)。
そこで例 えば包括的 な戦争中の スイス ・ドイツ問貿易 の大部分 は多角的清算 に
よるので はな く,二 国間の清算協定 を通 じて処理 され た。
占領 された地域 に とっては,少 な くと も書類上 は,.ベル リンの清 算勘 定へ の
強制的構 成員 化は多角 的清算機構 を意味 していた。 これに よってひ とつ の国は
他 の国に対す る債権 を第三国か らの商品の支払 いに使 うこ とが で きる。例 えば
(デンマー クの視点 か ら見た)例 で言 え.ば,こうな る。 ノルウェーのタ ンマー
クに対す る輸 出 とデ ンマークのベルギーに対す る供給 はベル リンの清算勘定 を
通 じて..一定の ライ ビスマルク換算 レー トを基準 と して決済 される。 このこ とは





を以 って同様たライ ビスマルクで換算 されたノルウェーか らの商品輸入の債務
を相殺する ことを可能にするp
ドイツの民間大銀行 に とっては国家(ラ イヒスバ ンク)に よって組織 された,
多角的決済のや り取 りは両刃 的なことが らであ った。一方 においては国際的な
支払い連鎖の中での決済通 貨 としての ライビスマ ルクの強制 は ドイツの諸銀行
に利益 の上がる新 しい業務 を もた らす。他方 におい ては国家的 な中央 決済は外
国貿易 において民間の金融サ ーヴィスをつい によけい なもの とし,そ れ をもっ
て外 国貿易金融 とい う長期 の儲 か る業務 か ら諸銀 行 を排 除 して しま.う脅威 が
あ った。 ドイ ツ銀行 取締役 のヘ ルマ ン ・ヨゼ フ ・アプスHermannJosefAbs
は当時次の ことを強調 していた。個 々の国の清算残高は即時の対抗供給 に よっ.
て決済 されるのではな くて,短 期,中 期,長 期の信 用 とい う形でその ままに し
ておかれるべ きだろ う。信用供与者 と して アプスは何 十年 もの間外 国貿 易金融
に携わって きたそ してその生業 をもっともよ く理解 している民間 ドイ ツ銀行 を
推薦する。信用供与者 としての 「輸出為替の割引のための国家的機 関の創 出 と
い う提 案」 をアプスは拒否す る・ ドイツ銀行 にとっての利挙 を制 限する国家 の
競 争者 を彼 は欲 しないのである。 さらに 「そ うい う特 別機 関は ドイツの信用銀
行 が ヨーロ ッパ 的規模で彼 らのライヒスバ ンク手形 に金 融手段 としてのひ とつ
の主導 的役割 を創 出 しようと してい るあ らゆる努力 を挫折 させ て しま うこ とに
な るで あ ろ う」 と言 う細。 ラ.イヒスバ ン ク副総裁 エ ミー ル ・プールはヘ ルマ.
ン ・ヨゼフ ・アプス によ.って非難 された決済 システム内での民 間諸銀行 の信用
装 置の差別 をよ く認め,戦 争 に勝利 した場 合のその弊害 の除去 を約束 した謝。
ドイツの銀行家サ ークルでの ヨー ロッパ 決済組織 につ いての議論 は1940年の
秋 にはBISに も広が って いった。1939年10月にいったんバーゼ ル を離 れ フラ
ンス 崩壊 後 の1940年7月 に再 び戻 って きた フ ラ ン・ス人 のBIS総 支 配人 ロ
ジェ ・オブワンはライヒスバ ンクの この景気 の よいテーマに際 し手柄 を立てね
49)Ez〃 碑)85猷π吻 認5伽 欝`ゐ♂η καρ鉱認5,Hlsg.Rei皿hardOpitz,.Koln、1975,S,797,in(}.Tr叩p.
50)DieStaat5bank,.Berlin,AuggabeVDm23.」uni1940.
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ばな らなかった。 こう して レッセ ・フェール資本主義 とオーソ ドックスな金本
位 制の.支持者 として知 られ たフランス人が この国家介入主義 的な 「国際的支払
方法 としての多角的決済」 とい う方法 についてのひ とつの研 究報告 を書 いた。
これはベル リンで も関心 を持 って よ く知 られる ようになった51}。
B工S主任エ コノ ミス トのベ ル ・ヤ コブソ ンは この多角 的清 算方法 の諸問題
をと りわけ精力的 に研 究 した。彼 の研 究報告書 『実際的 な通 貨問題 とBIS』
.(1940年10月17日)のなかでヤ.コブソ ンは関連 した時代 の トレン ドを彼 の観点
か ら次 の ようにま とめてい る。「来 るべ き戦後 の国際通貨体制 は まだ十分 な確
実性 をもって評価す ることはで きない。…… しか しもちろんい くつ かは既 に今
日にお いて考察の俎上 に載せ ることがで きる。すなわちそのひとつ はこんにち.
多数 の強力 なサ ークルか ら支持 されている一政 策である広域経済 圏の形成への
傾 向にほか な らない。 この傾向が将来の発展 の基礎 となるであろうことは確実
と見 な していいだろ う。 ライ ビスマルク ・ブロ ック と並 んで 円ブロックが アジ
アに姿 をあ らわ し,く わえてス ター リング ・ブロ ック,ド ル ・ブロックがあ り,
そ れにソ連 はひとつの通貨ブ ロックを形成 している と見 ていいだろう。 これ ら
すべ て は個 々には戦争 が どう経過す るか に依存 しているだ ろ う。 これ らの ブ
ロ ック内の通貨技術 的問題,.例えばそれぞれの主導通貨 あるいは信用関係,と
並 んで,い まや これ らのブ.ロック相互 間の関係 にお けるい くつかの 中心的諸問
題 も現れている。すでに しば しば述べ られているのは,ア ウタル キー を志向 し.
て努力 している広域経済圏 も外 国貿易 を排 除 しない だろうとい うことであ る。
その反対である。影響力 ある ドイツのサ ークルはアウタルキー的 な国民経 済の
基礎 の上で の外 国貿易 の発 展 を展望 して いるので ある。 た とえばア ン ドレア
ス ・プレデール教授 は彼 の論文 『いわゆる貿易障害 と世.界経済の新た な建 設』.
(『世界経済 アル ヒー ブ』1940年9月30日)のなかで 『さまざまな広域経 済圏は
秩序あ る通 貨関係 にひとつ の共通 の利益 を持 って いる』 と述べ ている。」 ヤ コ




在の戦争 で さらに続 いて中立国 に とどまるならば,金 融拠点スイスは ドル市場
と新 ヨーロ ッパの間の有益 な回転台 として役立つ ことがで きるだろ う。」鋤
ペ ル ・ヤ コブソ ンの詳論 は,1930年代 以来 の対 独宥和 の精神 が1940年秋 の
BISにお いて なお長 く消 えていない ことを示 してい る。 イギ リス の首相 ウ ィ
ンス トン ・チャーチ ルが イギ リス国民 の前 で 「血 と汗 と涙で」ナチス に対する.
生 き残 り闘争 を戦わね ばな らないこ とを要求 している時,BIS主 任エ コノ ミ
ス トはア ングロサ クソン とドイツ広域経 済圏 との秩序立 った通貨関係 による共
通 の利益 につい て語 ってい たので ある。 当時正真 正銘 の 「対 独宥和論 者」で
あ った者は まさに勢力均衡 をあらゆる政治倫 理 より上 に置 いていたわけであ る。
「ファシス ト的独裁」 と 「自由な民主主義政体」 とのそれぞれの国内政治的 な
相違 な どは.BIS主任 エ コノミス トにとってはヒ トラーの権力奪取以来重要 で
はなかった。 それに とどまらない。「ナチズ ムの経 済政策の技術的側面」 は,
1940年秋 におい て彼 か ら 「驚嘆」 の告 白を引 き出す こ とが で きた5ヨ}。バー ゼ
ル ・ロータリー ・クラブで1940年11月にな された講演の 中でヤ コブソンは ドイ
ツ ・ライヒスバ ンク総裁ヤルマール ・シ ャハ トがユ933年から1939年の間 にナチ
の 「経済奇蹟」 を資金供給 し,ド イツの再軍備 を可能 にす るのに用い た技術 を
賞賛 した。 これ に対 してヤ コブソンはアメ リカ合衆 国におけるルーズベル ト政
権 の表面上 は失敗 に終 わった経済政策 とフランスにおける レオ ン ・ブルムの人
民 戦線 政府 のそれを批判 した。彼 はこの講演の中で】.940年5月10口のウ ィンス
ト.ン・チャーチルの利益 になった イギ リスのチ ェンバ レン首相 の辞任 をなお嘆
いた後,バ ーゼル ・ロータリー ・クラブでの詳 論 を次 の ような率 直な認識 で締.
め くくった。「ヤ ルマ」ル ・シャハ トの下での ドイツの経済生 活の方が ルー琴
ベ ル トやブルムの回復方法 よ りも正統的 な原理 によって指導 されている。」謝






プログラムのマクロ経済的 なテクニ ックに対する賞賛 を持 つ男 であった とす れ
ば,彼 の経営 陣の 同僚,BISの ドイツ人総支 配人のパ ウル ・ヘ ヒラーがナチ
ズムを どう捉 えていたかが 自ず と問題になる。ヘ ヒラーは前 にも述べ たように
ナチ党員であ った。彼 の入党申請書 の 日付 は1940年5月8日であ り,1940年7
月1日 に党 員 となっていZoNSDAP中 央 カー ド目録 におけ る彼 の カー ドに
はBISに お ける彼 のポス トの記 載以外 には何 の記入事項 もない55)。 ス イス連
邦警 察のヘ ヒラー ・フ ァイルにも彼が特 にアクテ ィヴなナチ党員 であった とは
書 いていなかった。確か にヘ ヒラー はス イスにおける.ナチ党外 国組織の協 会活
動 には積極的 に参加 してい る。例 えば1944年2月3日にはナチ党チ ュー リッヒ
支部 で,1944年3月24日にはバ ーゼルの福祉社 団法人で講演 を している駈)。結
局の ところパ ウル ・ヘ ヒラーは信念 のあ るナチで はな く,も しそ うしなければ
BISにおけ る高給 のポ ス トを保持で きないだ ろう とい うことか らユ940年5月
にナチ党 に入党 した政治的機 会主義者であった ように見 える。
パ ウル ・ヘ ヒラーの機 会主義 が もっ ともよく表 されてい る もの はナチ党員が
あのナチ式挨拶 「ハ イル ・ヒ トラー 目 を以 ってサ インす るBISか らライ ヒ
スバ ンクへの彼 の2つ の手紙 である。BIS総支配人の 公式 のBIS便 箋上 での
ナチ式挨拶 は この由緒 ある国際金融機関の年代 記の中での一つの汚点 だろ う。
つ いでなが らこの こ とは今 日までのBISの 自身の歴史叙述 か らは完全 に排除
されてい る5%内 容 的には この二 回の手紙 の中でBISの 利益の ドイ ツ内 の場
所 でのライ ヒスバ ンクの助 けによる遂行が問題 となっていた。最 初の手紙 では
ヘ ヒラ「 は1941年5.月10日にライ ヒスバ ンク副総 裁エ ミール ・プー ルにベル
ギ ー大蔵省証券のブ リュ ッセルにおける集金 の支持 を頼 んで いる。第二の 「ハ
イル ・ヒ トラー!」 の署 名のある手紙 は1943年か ら44年にか けての冬の ミラノ
.の イタ リア銀行 の金保 管庫 か らベ ル ンへ の16トンのBISの 金 の返還 に役 立っ
55)BcrlinDocumentCe皿ter,Berlin,NSDAP-MiL琶liede歯aπtei.
56)S・h・・i…i・・h・Bund・・anw・lt・ch・fLB・・n.n。・・i・・P u1H・じhl・.i・G.T・PPP..




ナチズ ムの致死的ユ ダヤ人憎悪 をナチ党員パ ウル ・ヘ ヒラー は共有 してはい
なかった。そ れは少 な くとも彼 のジ ュネーブのユ ダヤ人国民基金の ヴァイス博
士 に対す るふ るまいによって想像で きる。 ヴァイスは ドイツの権力領域か らの
裕福 なユ ダヤ人亡命者 のための国際的金融取引 におけるBISの 協力 を要望 し
ていたので,1941年1月22日にヘ ヒラー にその 旨を申 し出た59)。ヴ ァイスの言
明 による と戦争勃発 以来ラ.イヒスバ ンクの協力で約7500万ライ ビスマル クがパ
レスチナに運ばれたが,し か し1940年秋以 降常 に増大す る問題 に直面 していた。
これ については,裕 福 なユ ダヤ人はなお1941年初夏 まで はナチスの新 ヨーロ ッ
パか らアメ リカやパ レスチナに脱出するこ とが.[∫能 であった.ということを知 ら
ねばな らない曲。英 国政府 のパ レ.スチナへ の入国許 可ヴィザの ため にはアッコ
にあ るパ レスチ ナ銀行 に1000ポン ドの個 人預 金 のある証明書 の提 出が必 要で.
あった。パ ウル ・ヘ ヒラーはヴァイス に対 し来る2月 のベル リン訪 問の時 にベ
ル リ ンとア ッコの間の支払問題 を話 に持 ち出す ことを約束 した。加 えてヘ ビ.
ラー は彼 の同僚,BIS総 務 の ラファエル ・ピロ ッテ ィの ヴァイスが計 画 して
い る トルコ及びパ レスチナへ の旅行 のための イタリア政府の通貨 ヴィザの調達
への協力 も約束 した。
日常 的な反ユ ダヤ主義 はBISの 周辺 領域 で も存在.していた。例 としてマ ッ
キ トリックの合衆国 スイス大使 の リー ラン ド・ハ リソ ンへ の手紙 を引川 しよう。
「親愛 なる りー ラ ン ド。バ ーゼルのパ ウル ・ドレフユスPaulDreyfussがわ
た くしに君へ の紹介状の執筆 を頼 んで来た。彼 は確 かにユ ダヤ人だが,し か し
彼 の不 幸な同胞 を助 けている良い種類のそれだ。 ドレフユスはバ」ゼルのオー
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同様何世代 にもわたって銀行業務 に携わ って来た。パ ウル ・ドレフユスの妻 は
ツアー リズム期 ロ シアのセ ン ト・ペ テルスブル クにおける死滅 した銀行家王朝
の グンツブルクの家 系の一人 だ。(中略)ド レフユスは仮 に魅力 的 な人物で は
なかった と して も尊敬すべ き人物であ り,君 の支持を受けるに値す る と思 う。
も しそれが大 きな面倒 な しに可能 ならばであるが。」5n
ナチズムの 「ヨーロッパ新秩序」におけるBIS
1940年12月にライ ヒスバ ンク副総裁エ ミール ・プールはパウル ・ヘヒラーに
対 してBISの 現在の状態 と戦後 におけ るその将来 につ いての覚 え書 きを書 く
ことを求めた。それに応 えてヘ ヒラーは1941年2月の始めに個.人的にベ ル リン
へ報告書 を送った鋤。 その なか で彼 は まずBISの 現在 の状 態 は良好 であ ると
確言 した。すべ ての国の銀行専 門家た ちがバーゼルに とどまり,新 総裁 は業務
に習熟 して きた。1940年末現在の決算は戦争 にもかかわ らず良好 に保 たれてお
り,ど の中央銀行 も彼 らの資本部分 を引 き上げてはいない。ライヒスバンクは
オース トリアの議決権 の引 き継 ぎ以 降B工Sの 最大株主 になってい る。 さらに
ヘ ヒラーは,ス イス国 立銀行総裁手ル ンス ト ・ヴェーバー と彼 の前任者 のゴ ッ
トフリー ト ・バ ッハ マ ンを入れた委員 会によってアメ リカ人のBIS総 裁マ ッ
キ トリック を助 けさせる よ うにす るこ とによってスイス国立銀 行 を より多 く
BISの経営 に参加 させ よ うとす るか れの努力 につ いて も報告 してい る。マ ッ
キ トリックはこの努力の ことをよ く理解 していた。 とい.うのは 「事 の成 り行 き
か らして次 のこ とも排除で きないか らである。すなわち,い つ の円かアメリカ
政府 がスイスにお けるアメリカ市民 に同国を去る ように勧 めること,あ るい は
また,ア メ リカ政府がBISに お ける総裁職 を任期 前 に辞任す る よう勧 告す る







パ ウル ・ヘ ヒラ.一は戦後 に関 して はもちろんBISの 解散で はな く,BISの
組織再編 を推奨 した。 なぜ なら広域経済 圏 による ヨーロ ッパの新秩序 とそれ に
よっ.て急速 に進展す る清算往 来は国際的な決 済 における諸 中央銀行 のます ます
増大す る協力 関係 を必然 的に要求するか らである、,組織再編 はイ ングラン ド銀
行 か ら.ライ ヒスバ ンクへ の主導機関の交代 をもた らす であろ う。すべ ての賠償
規 定は無効 にされるのがふ さ.わしい。 また監 査役 会の複雑 な構造 は簡潔 にされ
るべ きで ある。戦後 のBISの 将来 にお ける主要 な課題 をパ ウル ・ヘ ヒラー は
ヨー ロッパ の広域経済圏 内には見 てい なか った。そ こでは多角 的決済 は諸 中央
銀 行 とベル リンの清算勘 定所 との間で直接処 理 され るので,BISに は何 ら具
体 的 な技術 的課題 が残ってい ないか らで ある。 そ うで はな くBISに はむ しろ
様 々な広域経 済圏す なわちアメ リカ,ア ジアなどにおけ るそれ との問の媒介 の.
役 割 を見ていた。こ こでは清算残高の金あ るい は外国為替の移転 による決済 に
おいてBISの 活動への大 きな需要があるか らである㈲。
ヘ ヒラー はこの覚 え書 きを,こ れがベ ル リンでエ ミー ル ・プール によって誉
め られて戻 って きてか ら後初 めてBIS総 裁 に見せ だ5)。これ に.対し無視 され
たマ ッキ トリックはヘ ヒラー報告 に対 して手書 きでこ う付 け加 えている。 「こ.
のBISの 将来 についての提案 はただ単 にパ ウル ・ヘ ヒラーの個 人的 な見解 を
表現 しているだけで あ り,BIS経営陣 とは何 ら関係が ない。」醐
1941年春 には多角的清算機構の方法論議 についてのライ ヒスバ ンクの関心 は
ひ とまず後景 に退い た。 ソヴィエ ト連邦へ の攻 撃の準備 の過程 でナチス ・ドイ
ツはかれ らの戦後 ヨーロ ッパ計画 を一坦凍結 させた。い まや東部 における生活






ユ94ユ年ユ2月7日におけ る日本のパール ・ハーバーへ の攻撃 のあ とアメリカ合
衆 国はイギ リス,ソ ヴィエ ト連邦の側 に立 ち,ド イツ,イ タ りア,日 本 に対 し
て戦争 に入 った。 これに よってマ ッキ トリックは交戦 国の所属市民 となった。
す ばや くライヒスバ ンク総裁ヴ ァルター ・フンクとイタリア銀行総裁 ヴィンセ
ンゾ ・アゾ リー二が新 たな事態 に対応 した。す でに194ユ年ユ2月末 にはかれ らは
BISとの連 絡の媒介者 と して スイス国立銀行 総裁のエ ル ンス ト・ヴェーバー
を利用する ことで一致 していた。1942年1月の末 にイタリア銀行 総裁 アゾ リ一
二は.スイスに旅行 し,マ ッキ トリックとエル ンス ト ・ヴェーバー にこれを伝 え
た。その際アゾ リ一二はこの方策 は純粋 に形式 的な性格 の ものであ り,ヴ ェー
バ ーはこれに対 して責任 を引 き受 けは しない し時間 をわず らわせ もしない。責
任 は総 支配人パ ウル ・ヘ ヒラーが持つの。エル ンス ト ・ヴェーバ ーは,ス イス
政府 とイングラン ド銀行が同意する.とい う条件 の下 でのみ枢軸諸国 によって提
案 され た連絡の仲介人の役割 を引 き受 ける用意が ある と言明 した。それ にたい
す るス イス政府の同意 とロン ドンのイ ングラン ド銀行総裁 ノニマ ンか らの理解
を得て まもなく,新 たな調整 が効力 を発 したW。
エル ンス ト ・ヴェーバ ーによる火消 しが1942年2∫」に首尾 よく終 わ.つた後す
ぐ,次 の問題が浮 かんで きた。す なわち,マ ッキ トリックのBIS総 裁の任期.
期 限がその年の終 わ りにや って くることであった。 ライヒスバ ンク副総裁のエ
ミール ・.プー ル は1942年3月の定期 的なバーゼル訪問 の際,ラ イ ヒスバ ンク総
裁 ヴ ァル ター ・フンクは敵国民 の市民 にBIS総 裁 と しての承認 を与 える こと
は不可 能だ ろうと語 っていた。他方 でライ ヒ.スバ ンクはB工S総 裁職 における.
変化 をどう して も避 けたかった。マ ッキ トリック白身困惑 した。パール ・ハー
バー数 日後彼 は書 簡でベ ル ンめ合衆国大使 リー ラン ド・ハ リソンに,ワ シン ト.
67)MC,Schreibonvo皿MeKirtrickanM肛celPilet-Golaz ,27.ユ.1942.
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ンにおける誰 かが彼 の退任 を求めてい るか どうかを尋 ねた。答 えは予想 に反 し
てや って来 なかった。 つい にパ ウル ・ヘ ヒラー とラフ ァエル ・ピロ ッテ ィは
ユ942年4月末 に解決策 を見 つけた。「最 も簡単 なめ は次の こ とだ。ス イス国立
.銀行総裁 エル ンス ト・ヴェーバ ー.がBIS監査役会 会長 に選 ばれ,銀 行役 員の
選任が彼の専一的な権限の下に置 かれることだ。」δ9,そうすれ ばライヒスバ ンク
総裁 とイタリア銀行 総裁 は発 言権 を中立国 スイス人のみ に与 え,か れは 自分の.
権限でマ ッキ トリックの権能 を延長す ることがで きる。
マ ッキ トリックはこの提案 を直 ちにイングラン ド銀行 に伝 え,折 り返 しイン
グラ ン ド銀行 のオ ッ トー ・ニ ーメイヤーはヘ ヒラー とピロ ッテ ィによって提案
された術策 にたいす る賛成 を表明 した。その際 オ ッ トー ・ニ ーメ.イヤ ー卿 は,
マ ッキ トリックの再 選が どんな場 合で も保 証 されねばな らない と強調 したアの。
.2週 間後マ ッキ トリックは もう一通 の手紙 をロ ンドンか ら受 け取 った。イ ング
ラン ド銀行総裁 の モ ンタギュー ・ノーマ ンは,中 立 国のエ ル ンス ト・ヴェー
バ」の全権 者へ の選 出 と並んで もう一つ別の選択 可能性 がある と言 って来 た。
すなわちマ ッキ トリックの任期のあ と3年 の暗黙裡 の延長 とい うのである。す
べ ての当事者 は,こ れによって公衆 における どんなセ ンセーシ ョンも避 けられ
るのであるか らこうした処置がベス トであ ると同意す るだ ろうといゲ%.ラ イ
ヒスバ ン.ク総裁 フンクは しか しなが ら.ノー マ ン総裁の提案 を厳格 に拒否 した。
「われ われ は,BISの 中立 的 な監 査徐 会 会長 の下 で の存続 が,敵 国 国籍 の
BIS総裁 を受け入れる ことにたいす る,ま たBISの ドイツへ の投資へ の利子
支払 い を常 に期限 を守 って行 なうことに対する控 えめな要求である という考 え
である。 ドイツはB工Sの 中立的 な指導 とい うことの はっ きりした明言 を要求
す る。」72,ライヒスバ ンクの こうしたはっ き りした姿勢 に直面 してマ ッキ トリッ







ノー.ヤン総裁の不首 尾 に終わったバーゼルへの介.入のエ ピソー ドには一層深
い意味が ある。.ノー マ ンは1920年代 以来諸 中央銀行の ギル ドの 中で は自分 がナ
ンバ ー1だ と自任 してい た。か れは また当然 に もBISの 設立の父 と見 られて
よい権利 を持 っていた。彼の活動な しには,1930年にウ ォール ・ス トリー トの
J.P.モルガン商会 中心 の民 間金融外交 を ヨーロ ッパの諸中央銀行 の協力 関係
へ と統合 して行 くことはで きなか ったであろ う。 さらにそれに続 く1939年まで
の.10年間の問 もノーマ ンはバーゼルで疑 う余地 もな く指導 的な役割 を してい た。
々 ッキ トリックの再 選の準備 の中での 出来 事 は,お そ くとも1942年6月には
BISにおけるモ ンタギュー ・C・ノーマ ンの時代 は決定 的に過 ぎ去っていた と
い うことを知 らしめた。
ス イスの側 では外相 の マーセル ・ピレ ・ゴラッMarcelPilet-Golazが,ス
イス国立銀行総裁 エル ンス ト・ヴJ、一バーをB工S監 査役会会 長 にす る とい う
枢軸諸国の望みを第り番 目に伝 えられる人 となっていた。公式 の事 務手続 きで
はヴェーバ ーを通 ってス.イス蔵相 エル ンス ト・ヴェ ッターErnstWetterがい
たの であ るが,マ ッキ トリックは ピレ ・ゴラッを優 先 した。 とい うの は彼 は
1941年の経過の巾で ピレ ・ゴラッを個 人的に知 り,高 く評価す るようになった
か らであ り,そ して この共感は連邦評議 員のピ レ ・ゴラッか ら大変良 く応え ら
れ た。BIS総 裁がBISの ス イス国立銀行 に対す るまず くなった関係 をスイス
政府への良好 な関係に よって中立化 しよ うと欲 した一方で,ス イス外相 ピレ ・
ゴラツはマ ッキ トリ ックとの良好な コンタク トによってアメリカ合衆国への非
公式 の情報経路 を開 くことを期待 したのであった。二人 の連邦評議員 ピレ ・ゴ
ラ ツとヴェ ッターはす ぐにスイス国立 銀行総裁 のBIS監 査 役会会 長へ の選出
に賛成 した。エ ルンス ト ・ヴェーバー はす ぐにで はなか ったが,BISの 権 能
を引 き受 ける ことに対 す る中立 政策上の懸念 を も表明 した剛。 スイス国立銀行
73)5`々 ㎜ 『2胴富 加 ハ物翻帽 加 配々,Direktorinm叩rotokollvom9.9.1942,2.Halbjahr1942.S.798、
inG.Tr喰PP.
第二次世界大戦期の国際決済銀行(.4)...1.(171)31
の二 つの上位管理機関であ る銀行委員会 と銀行評議会が,エ ル ンス ト ・ヴェー
バー に,「BISの存続 はスイスの今 日に とって も将 来 にとって も過小評価で き
ない価値 を持 っている」 とい う指摘 を以って この権能の受 け入れを迫 った後で,
彼 は最終 的 に譲歩 した。 自分 自身の意思 には反 してそ して何 ら感激 を もつわけ
で な く,ス イス 国立銀行 総裁エ ル ンス ト ・ヴェーバーはB工S監 査役.会会長 の
候補 になる ことを承知 した7%そ の際彼 は次 の ことを条件 として出 した。す な
.わ ち,BIS監 査役 会全 メンバーが彼 の志 願 を歓 迎す る とい うこ と,そ して
マ ッキ トリッ.クがBIS総 裁.として第二期 めの最 初か ら助力す る とい うことで
ある「㌔
1942年の夏の経過の中でエル ンス ト ・.ヴェーバ ーから求 められた ドイツ,イ
タ リア,イ ギ リス.(亡命 ベ ルギ ー も.含む),フ ラ ンス お よびス ウェーデ ンの
BIS監査役会 メンバ ーたちか らの同意 がだんだん とバーゼル に到着 して きた。
1942年10月末ではただあ とブ リュ ッセルのベ ルギー国立銀行 とアムステル ダム
の オ ランダ銀行 の 同意 だけが欠 けて いるだけ になった。そ こでパ ウル ・ヘ ヒ
ラーは ライ ヒスバ ンク副総裁 手 ミール ・プールの助け を借 りて ブリュ ッセル と
アムステ ル ダム をせ き立 てた。1942年1ユ月24日にはベ ルギーのBIS監 査 役会.
メンバー,ア ルバ ー ト・ガロピンとアルバー ト ・ゴフィンお よびオラ ンダの形
式上のBIS監 査役 会 メンバー レオナル ド・J・A・ トリッ.プの同意 も届 いた76)。
い まやエル ンス ト・ヴェーバ ー による1943年1月1日 を以 ってのBIS監 ・査
役会 会長職 の引 き受 けを邪魔す るものは何 もなかった。 これを以 ってこの職 は
1940年5月2日にお けるオッ トー ・ニー メイヤーの沈黙 の うちの,ま た後が続
かない退任以来初めて再び埋め られる ことになった。 そ してマ ッキ トリ ックの.
BIS総裁再選 も同時に決 まったのであ る。
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